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～新型コロナウイルスについて～ ＮＯ 7

Ｒ２．5．８

「急に重症化するのがコロナの特徴！」

①感染判明から死亡まで平均８．７日（感染がした日が公表された１００人を分析）

②新型コロナウイルスの患者が重症化するメカニズム

生命を脅かす重い肺炎は、自分を守るはずの免疫が過剰に働くことで起きている可能性が判明

した。ウイルスは全身の臓器に侵入してさまざまな症状を引き起こすとみられる。

サイトカインストーム ウイルスを退治する免疫が通常より強く働きすぎる状態

感染初期

肺の細胞が新型ウイルスに感染

↓

免疫細胞を呼ぶ物質

(インターロイキン６)が過剰に分泌

↓インターロイキン６によって

免疫細胞がたくさんやってくる

→感染した細胞を攻撃

↓

増えすぎた免疫細胞

→間違えて正常な細胞も攻撃

肺が機能不全になる

↓

ウイルスが血管を通って

他の臓器へ移動→感染

↓

免疫細胞が細胞を攻撃

多臓器不全に陥ることも

コロナ感染歴ある子どもに「川崎病」症状（欧米で相次ぐ）

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、子どもに多い原因不明の難病「川崎病」に似た症例の報

告が欧米で相次いでいる。多くが新型コロナの感染歴があり、大人でも似た症状の人がいる。新型

コロナとの関連が指摘されている。

2～15歳の15人で「多臓器炎症型疾患」が確認された。川崎病に似た症状で、高熱や発疹、腹

痛、吐き気、下痢などがみられたという。そのうち10人が新型コロナのPCR検査や抗体検査で陽

性が判明した。いずれも亡くなってはいない。

免疫の過剰反応で、血管に炎症が起き、血栓ができやすくなる。新型コロナに感染した大人から

も見つかっている。
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新型コロナウイルス主な治療薬候補

新型コロナウイルス関係用語集

用 語 説 明

エアロゾール感染 接触感染＞エアアロゾル感染＜空気感染

µHEPAフィルター 0.3 mの粒子、エアフィルタナノクラスの空気ろ過装置

サイトカインストーム 免疫反応過剰による多臓器不全など

アビガン 富士フィルム開発、富山化学の抗新型コロナウイルス薬

レムデシビル 抗エボラ出血熱抗HIV薬転用、米国と中国で有効事例

シクレソニド ステロイド吸入薬、転用効果感染研確認中

ナファモスタット 膵炎治療薬、独でウイルス侵入阻止確認、初期使用が条件

ECMO装置 人工呼吸器（人工肺）

N95 医療用高性能マスク

PCR検査 遺伝子検査（ロッシュ試薬＆検査キット）

ロックダウン 都市封鎖

オーバーシュート 爆発的感染

不顕性感染 未検査や検査不良で隠れた感染

感染者数＆発症者数 この比率でデーターの分析ができる


